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MAY  No.501 子ども英語劇

I西部0魔琺饉い1難 ヽ中レ喫
ヽЁ

一生懸命頑張りました。60名 の出演者は満足顔

熱演の子どもたち

四
月
十
四
日
午
後
三
時
か
ら
、
高

森
中
学
校
体
育
館
で
、
英
語
劇

「西

部
の
魔
法
使
い
」
の
公
演
が
あ
り
、

約
六
十
人
の
町
内
の
小

。
中
学
生
た

ち
が
、
約
三
百
人
の
観
客
の
前
で
立

派
に
舞
台
を
踏
み
ま
し
た
。
観
客
は

演
技
力
や
、
英
語
の
セ
リ
フ
の
立
派

さ
に
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
七
年
前
よ
り
取
り
組
ん

で
い
る
国
際
交
流
事
業
で
、
今
年
も

ア
メ
リ
カ
の
ミ
ズ
ー
ラ
子
ど
も
劇
場

の
男
優
、
ク
レ
イ
グ
さ
ん
と
ス
コ
ッ

ト
さ
ん
の
演
劇
と
英
語
の
指
導
で
、

町
内
の
小

。
中
学
生
の
子
ど
も
た
ち

が
、
英
語
劇
を
と
お
し
て
外
国
の
人

々
と
の
心
の
ふ
れ
合
い
や
、
国
際
社

会
に
対
応
で
き
る
心
を
養
う
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
で
、
子
ど
も
た
ち

は
、
練
習

。
本
番
と
思
う
存
分
の
力

を
発
揮
し
、　
一
生
懸
命
演
じ
て
い
ま

し
た
。

二
月
か
ら
始
ま
っ
た
練
習
に
は
、
各

学
校
で
英
語
の
先
生
方
や
Ａ

・
Ｌ

・

Ｔ
の
ギ
ャ
レ
ツ
ト
先
生
の
ご
協
力
の

中
、
夜
遅
く
ま
で
練
習
に
励
ん
で
き

ま
し
た
。
本
番
で
は
そ
れ
ぞ
れ
が
役

柄
を
堂
々
と
演
じ
て
い
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
大
き
な
自
信
と
、
こ
こ

ろ
と
心
の
ふ
れ
合
い
に
よ
る
真
の
友

情
を
得
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
宝
物
と
な

っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。　
　
　
′

ヽ

っていました

「風薫る季節」……いよいよ トロッコ列車のシーズンを

迎えました。

4月 1日 午前 9時より南阿蘇鉄道高森駅で、恒例の発

車式が行われ、 「一日駅長」となった高森幼稚園児、住

吉美玲ちゃんの出発の合図で、観光客など約 140人を乗

せた トロッコ列車は、ゆっくりと走り出しました。

司会のみなさん

68番地  TEL 09676-2-1111

のため、

ます。

ます。

ず。

1.水と緑と上の |こおい、いつばいの住みよい町にし

2.伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町にします

3.老人を大切にし、子どもの夢を育て幸せな町 |こ し

4.勤労を尊び、産業を振興し活力のある町 |こ します

5.スポーツに親しみ、心身をきたえ健全な町 |こ しま

■発行/高森町役場 ■編集/企画観光課
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おめでた。おくやみ

2001.3月 受付分  敬称略

阿南有莉安ちゃん
(昭和 )

デ賣 モ5ヽン ノLII 漁rt滋
|たん じ よ う  マ審

今村
(昭和 )

谷 口

2.19生

寧乃ちゃん
3.19生

女

　

女

二
　
　
文

愛
　
　
愛

誠
　
　
二貝

父
母

父
母

涙
岩 下 安 宏
(松山)亜 樹

／

′

―

、

、

／

′

―

ヽ

、

　

／

′

―

ヽ

、

　

／

ｆ

ｌ

、

、

／
／

１

ヽ

、

　

／
／

１

ヽ

、

　

／
ノ

ー

ヽ

、

高 森 ・ 下 町
熊  本  市

高 森 ・ 村 山
熊  本  市

3.  5

二
未
祐
珠(福田)

3.11

鶴 林
(佐藤 )

畑
町
大・
陽
下尾
蘇

一
幸
孝
美

上

市

井。
本

見色

熊

通
市
旭・
分

森高
大

3.13

寺 本 誠 吾
(宇藤)恵

岩 下 照 臣
(西堀)利恵子

住 吉 信 隆
(薄波)由里子

白 石 耕 次

(渋谷)真由美

玉名郡 横 島 町
高 森 ・ 下 町

3.20

高 森 ・ 横 町
高 森 ・ 昭 和

3.24

3.27

3.31

肉蜻
πタスtや

遺
香

ツ藤

御

梅

後

所

山

野

園

原

牡

野

野
町

住

村

永

中

前

蹴

冬

永

横

住吉 国 |

後藤 信
瀬井モモ

死 亡 者 年齢

綿貫ケサカ 82
後藤カズエ 72
住吉モリ子 86
後藤 保- 85
瀬井 信男 83
渡邊サナエ 93
松本ツマエ 74
武田ツユコ 94

圭我
由豆
フヒ

邊

本

田

渡

松

武

榊

　

子
母

夫

夫

母

母

母

族

苑

ミ
源

子

‐コ
利
文

ミ

人口の動き

(3月 末 日現在 )

世帯数 2,601(- 4)
男  3,732(-21)
メ(    4,020 (- 17)

総 数 7,752(-38)

善意の灯
善 貴 の 灯

顆
■町社会福祉協議会ヘ

<香典返し>後藤勇 武田ヒフミ 渡邊義利
今村克彦 二子石今朝光 佐伯定徳 松本豊
文 興椙ミヨ子 住吉国源
<一般寄付>宮内威真一 堀睦夫 高森保育
園保護者会

■広報送料 寄付

畑野フミヨ (蘇陽町)

あ りがとうございま した

(敬称略 )

す え な が <
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―
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お くや み
も う しあ げ ます

お
花
見
広
場
で
は
藤
野
社
中
に

よ
る
野
点
、
ま
ん
じ
ゅ
う
や
地
鶏

焼
き
、
高
森
阿
蘇
神
社
の
神
楽
や

巫
女
舞
等
の
披
露
も
あ
り
、
終
日

賑
わ
い
ま
し
た
。

南
阿
蘇
桜
の
名
所
め
ぐ
り
等
の

企
画
で
、
バ
ス
ツ
ア
ー
の
増
加
や
、

何
か
福
祉
に
関
す
る
こ
と
で
心

配
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。
心
配
ご
と
相

談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

野
尻
地
区

■
と
　
き
　
五
月
十
七
日

（木
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
朋
遊
館

草
部
地
区

■
と
　
き
　
五
月
十
八
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

高
森

・
色
見
地
区

■
と
　
き
　
六
月
九
日

（土
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町
芙
蓉
館

毎
年
の
常
連
客
に
加
え
、
こ
の
と

こ
ろ
の
南
阿
蘇
観
光
ブ
ー
ム
に
よ

り
新
し
い
花
見
客
も
増
え
、
昨
年

に
比
べ
る
と
倍
増
し
て
お
り
、
今

後
ま
す
ま
す
楽
し
み
な
観
光

ス

ポ

ッ
ト
と
言
え
る
で
し
よ
う
。

診
療

は
午

前

９
時

か
ら

午

後

５
時

ま

で

躙
瞼
晰
鶉

選

嗜

嗜

福
理

‥

１

１
橿

媚

１

ｌ

ｌ

ｌ

ヽ

行

政

相

談

五
月
二
十

一
日
か
ら
二
十
七
日
ま

で

「春
季
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

行
政
相
談
所
が
開
設
さ
れ
、
行

政
に
対
す
る
苦
情
や
相
談
に
公
正

な
第
二
者
の
立
場
か
ら
広
く
皆
さ

ん
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
。

■
と
　
き
　
五
月
二
十

一
日
（月
）

午
後

一
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

■
相
談
員
　
本
田
幸
則
さ
ん

法
律
相
談

（無
料
）

本
町
出
身
の
弁
護
士
、
津
留
清

さ
ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
行

わ
れ
ま
す
。

■
と
　
き

五
月
二
十
六
日
（土
）

午
後

一
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町
中
央
公
民
館

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会
保

険
に
つ
い
て
の
相
談
や
申
請
受
付

を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
五
月
二
十
五
日
（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

中
会
議
室

年

金

相

談

おめでた、おくやみコー

ナーに、掲載を希望されな
い場合は、届出時に戸籍係
等の受付までご連絡くださ
い。

*都 合 によ り変更 にな る場合があ ります
テ レホ ンサービスでお確かめください。

阿蘇広域行政事務組合消防本部

電話  0967-34-0099

つ
り
に
多
く
の
花
見
客

四
月
七
日
と
八
日
の
二
日
間
、
高
森
峠
九
十
九
曲
が
り
自
然
公
園

（千
本
桜
）
で
桜
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
遠
来
の
観
光
客
や
家
族
連
れ

な
ど
、
二
日
間
で
お
よ
そ
二
万
人
ほ
ど
の
花
見
客
が
押
し
寄
せ
ま
し

た
。

●  ●

●  ●

心
配
ご
と
相
談

休
日
在
宅
医

５

月

１３

日

５

月

２０

日

５

月

２７

日

６

月

３

日

６

月

１０

日

６

月

１７

日

６

月

２４

日

さくらの下で飲むお酒、食べる料理はまた格別

蜆鰺‐

立

野

病

院

Ｔｅ
③
‐
０
１
１
１

中

村

医

院

Ｔｅ
⑦
‐
２
３
３
３

立

野

病

院

Ｔｅ
③
‐
０
１
１
１

寺

崎

医

院

Ｔｅ
②
‐
０
３
７
８

南
郷
谷
整
形
外
科

Ｔｅ
②
‐
３
３
５
１

渡

辺

内

科

Ｔｅ
⑦
‐
１
７
７
７

後

藤

医

院

Ｔｅ
⑦
‐
０
０
１
９

広
報
た
か
も
り
は
、
今
月
号
が
五

〇

一
号
目
と
な
り
、
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
が
、
何
と
か
発
行

す
る
こ
と
が
で
き
ホ
ッ
と
し
て
い
ま

す
。
今
月
号
か
ら
広
報
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
岩
下
で
す
。
こ

れ
ま
で
の
読
者
の
立
場
か
ら

一
転
、

取
材
や
編
集
に
追
わ
れ
る
日
々
が
続

い
て
お
り
、
あ
ら
た
め
て
広
報
誌
作

り
の
大
変
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
四
月
は
新
入
学
の
シ
ー
ズ

ン
で
す
が
、
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ

学
校
や
会
社

へ
通
う

一
年
生
を
、
温

か
く
見
守

っ
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。
私
も
広
報
担
当

一
年
生
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
先
取
材
を
通
し
て
、

住
民
の
皆
さ
ん
と
接
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
　

徹

5月 16日 (水 )・ 6月 19日 (火 )・ 20日 (水 )・ 21日 (木 ) (2)

野点を楽しむ花見客

(19)今度の温泉館休館日

お知らせのベージ

誨灌

憑

職
‐1

います。



国
家人

事
院
で
は

一
般
官
署
、
郵
便

局
、
税
務
署
等
の
初
級
係
員
を
採

用
す
る
た
め
の
試
験
を
行
い
ま
す
。

■
受
験
資
格

昭
和
五
十
五
年
四
月
二
日

（郵

政
区
分
は
昭
和
五
十

一
年
四
月

二
日
、
税
務
区
分
は
昭
和
五
十

六
年
四
月
二
日
）
～
昭
和
五
十

九
年
四
月

一
日
生
ま
れ
の
者

■
申
込
み
受
付
期
間

六
月
二
十
日

（水
）
～

六
月
二
十
七
日
（水
）

■
第

一
次
試
験
日

九
月
二
日

（日
）

■
申
込
用
紙
の
請
求
方
法

郵
便
請
求
の
場
合
は
、
角
形
二

号
の
封
筒
に
百
二
十
円
切
手
を

貼
っ
た
、
宛
先

（郵
便
番
号
も
）

明
記
の
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
、

表
の
封
筒
に
『
Ⅲ
種
請
求
』
と
朱

書
き
し
て
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

人
事
院
九
州
事
務
局
第
二
課
試
験
係

〒
８
１
２

‐
０
０
１
３

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東

ニ
ー
十

一
―

一

ＴＥＬ
０
９
２

（
４
３
１
）
８
１
７
３

（テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
）

公
務
員
採
用
Ⅲ
種
試
験

　

．
　
３‥
ヽ
‥
‐
‥

・
　

（
高

卒

な

度

）
　

　

　

餞
． 本

喋

誹

理

自
動
車
税
の
納
付
は

お
早
め
に
！

自
動
車
を
お
持
ち
の
皆
様
、
自

動
車
税
の
納
期
限
は
、
五
月
二
十

一
日
で
す
。

五
月
初
め
に
は
、
納
税
通
知
書

が
お
手
元
に
届
い
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。
お
近
く
の
金
融
機
関
の
窓

口
で
、
五
月
二
十

一
日
ま
で
に
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
皆
様
に
納
め
て
い
た
だ

く
自
動
車
税
は
、
学
校
教
育
や
道

路
建
設
を
は
じ
め
、
県
が
推
進
し

て
い
る
様
々
な
施
策
を
実
現
す
る

た
め
の
貴
重
な
自
主
財
源
と
し
て

役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
動
車
税
ｅ
自
動
車
取
得
税

の
減
免
に
つ
い
て

身
体
障
害
者
等
が
所
有
さ
れ
て

い
る
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
そ
の
障

害
の
程
度
、
使
用
の
目
的
等
に
よ
っ

て
、
自
動
車
税
・自
動
車
取
得
税
が

減
免
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

減
免
の
申
請
に
は
期
限
が
あ
り

四
月

一
日
現
在
で
自
動
車
を
お
持

ち
の
方
は
六
月
二
十
日
が
申
請
期

限
で
す
。

ま
た
四
月

一
日
以
降
に
自
動
車

を
登
録
さ
れ
た
方
は
、
登
録
さ
れ

た
日
の
翌
日
か
ら
三
十
日
以
内
が

中
請
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で

ご
注
意
下
さ
い
。

自
動
車
税

・
自
動
車
取
得
税
に

関
す
る
ご
質
問
、
ご
相
談
は

熊
本
県
阿
蘇
地
域
振
興
局
税
務
課

ま
で
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

ＴＥＬ
０
９
６
７
（２
２
）
１
１
１
１

（内
線
３
２
１
・
３
２
４
）

熊
本
地
方
法
務
局
に
「女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
設
置

熊
本
地
方
法
務
局
で
は
、
夫
や

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
セ
ク

シ
ュ
ア
ル

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
等
で
お
困
り
の
方

か
ら
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

（相
談
の
内
容
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
ご
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
）

■
電
　
話

０
９
６

（３
６
４
）
０
４
１
７

■
相
談
時
間

平
日
の
八
時
三
十
分
か
ら
十
七

時
ま
で

な
お
、
十
七
時
以
降
は
留
守
番

電
話
に
な
り
ま
す
の
で
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
を

録
音
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
後

日
法
務
局
か
ら
電
話
を
差
し
上

げ
ま
す
。

■
相
談
担
当
者

女
性
職
員
又
は
女
性
の
人
権
擁

護
委
員

●

全

に

住
宅
金
融
公
庫

「住
ま
い

総
合
相
談
」
の
ご
案
内

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
弁
護
士
、

税
理
士
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・プ

ラ
ン
ナ
ー

（生
活
設
計

。
家
計
相

談
）
、
建
築
士
に
よ
る
無
料
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
相
談
日

◎
月
曜
日

（午
後

一
時
～
五
時
）

税
務
相
談

（税
理
士
）

◎
水
曜
日
（午
後

一
時
～
五
時
）

建
築

・
技
術
相
談

（建
築
士
）

◎
木
曜
日

（午
後

一
時
～
五
時
）

生
活
設
計
・家
計
相
談
（
フ
ァ
イ

ナ
ン
シ
ャ
ル
・プ
ラ
ン
ナ
ー
）

◎
金
曜
日

（午
後

一
時
三
十
分
～

四
時
三
十
分
）

法
律
相
談

（弁
護
士
）

※
専
門
家
に
よ
る
ご
相
談
は
予
約

制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
予
約

。
お
問
い
合
わ
せ
先

住
宅
金
融
公
庫
南
九
州
支
店

・

財
団
法
人
住
宅
金
融
普
及
協
会

ＴＥＬ
０
９
６
（３
８
７
）
２
２
１
０

■
相
談
場
所

熊
本
市
水
前
寺
二
丁
目
十
六
番

十

一
号

住
宅
金
融
公
庫
南
九
州
支
店
内

総
合
相
談
コ
ー
ナ
ー

■
試
験
日

平
成
十
三
年
八
月
九
日

（木
）

■
試
験
会
場

熊
本
県
立
大
学

（熊
本
市
）

■
受
験
資
格

中
学
校
を
卒
業
、
又
は
こ
れ
と
同

等
以
上
の
学
歴
を
修
め
た
後
、
飲

食
店
営
業
、
魚
介
類
販
売
業
、
惣

菜
製
造
業
又
は
寄
宿
舎
、
学
校
、

病
院
等
の
施
設
で
二
年
以
上
調

理
の
実
務
に
従
事
し
て
い
る
方
。

■
願
書
受
付
期
間

六
月
四
日

（月
）

～
六
月
八
日

（金
）

■
願
書
配
布
機
関

各
保
健
所
、
県
庁
健
康
増
進
課

■
願
書
提
出
先

（郵
送
の
場
合
）

書
留
郵
便
と
し
、
「調
理
師
試
験

願
書
在
中
」
と
朱
書
き
の
う
え

〒
８
６
２
‐
８
５
７
０

熊
本
市
水
前
寺
六
‐
十
八
‐
一

熊
本
県
　
健
康
福
祉
部

健
康
増
進
課
　
ま
で

（直
接
提
出
の
場
合
）

熊
本
市
以
外
の
県
内
居
住
者
は

熊
本
県
の
保
健
所

■
問
い
合
わ
せ
先

阿
蘇
保
健
所
　
又
は
　
熊
本
県

健
康
福
祉
部
健
康
増
進
課

ＴＥＬ
０
９
６
（３
８
３
）
１
１
１
１

（内
線
７
０
７
６
）

の
１
年
生
Ｉ

町
内
の
す
べ
て
の
小
中
学
校
で
、
四
月
十
日
入
学
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

開
校
七
年
目
を
迎
え
た
高
森
東
小
学
校
で
は
、
男
女
そ
れ

ぞ
れ
五
名
の
新
入
生
が

一
人
ひ
と
り
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
、

「
ハ
イ
」
と
元
気
よ
く
大
き
な
声
で
返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
高
森
東
中
学
校
で
は
、
少
し
大
き
め
の
学
生
服
に

身
を
包
ん
だ
新
入
生
た
ち
が
、
緊
張
し
た
表
情
な
が
ら
堂
々

と
入
学
式
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

楽
し
い
学
校
生
活
を
お
く

っ
て
く
だ
さ
い
。

自iF
=―
+
ロエし

験
●  ●

●

お兄さんお姉さん方よろしくお願いします。

全員で記念撮影新入生を代表して宣誓する野尻文明君

交通安全優良学校表彰

高森小学校が受賞 !

高森小学校では交通安全意識を常に持ち、PTA
との連絡が密であり、学校の取り組みが家庭にまで

及んでいることが特に認められ、熊本県警察本部長

並びに熊本県交通安全協会長の連盟表彰を受賞する

こととなり、表彰伝達式が 4月 12日 高森警察署で行

われました。

同校は、交通安全こども

自転車大会にも積極的に

取 り組み、特に平成 11・ 12

年度には地区大会で優勝

し、県大会にも出場した実

績を残しています。

なお、今回は交通安全優

良学校の表彰は熊本県下

で 7校でした。

時間 10時から15時まで役場の支払日  5/15(火 )5/25(金)6/5(火 )(3)
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祝 高森東中学校入 学 式

競

機
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総
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鰻

攣 マ7.■

督
奪・蒸

新人生 に黄色いワ ッベンを寄

(交通事故障害保険付き)

贈

`110日

、高森小学校め入学式に先立ち、高傘言察

署員や安全協会町支部・女性交通指導員等が、交通安

学児童52名 ・人ひとりの肩

通安全協会などから各学 顔`
.:t't‐

校に贈られたものでt交 |・驚|1驚:|:,難■

通事l]え障害保険付きで

す。

このワッペンが事故防

止に役立ち、児童たちが

すくすく育っていってほ

しいものです。車を運転

の皆さん 卜^分注意してあ

げてください。
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高
森
中
　
嵌
奏
楽
部

一疋
期
演
奏
ハ石♪

二
月
二
十
四
日
、
午
後
三
時
か

ら
、
高
森
中
学
校
体
育
館
で
高
森

中
学
校
吹
奏
楽
部
の
定
期
演
奏
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
演
奏
会
は
今
回
で
十
二
回

目
を
数
え
、
多
く
の
人
た
ち
が
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
日
も

吹
奏
楽
部
の
保
護
者
は
も
ち
ろ
ん
、

高
森
保
育
園
で
は
、
毎
月
の
合

同
誕
生
会

の
昼
食

は
特

別

メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
い
ま
す
。
中
で
も

二
月
は
、
お
別
れ
会
を
か
ね
て
の

バ
イ
キ
ン
グ
料
理
で
、
子
ど
も
た

ち
に
は
大
好
評
。

バ
イ
キ
ン
グ
料
理
に
つ
い
て
の

マ
ナ
ー
を
教
わ
り
な
が
ら
の
食
事

で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
の

好
き
な
も
の
を
何
度
も
と
り
に
行

く
子
や
、
ゆ
っ
く
り
と
大
事
そ
う

に
食
べ
る
子
な
ど
、
と
り
過
ぎ
て

食
べ
残
す
よ
う
な
こ
と
が
な
く
、

マ
ナ
ー
も
守
ら
れ
て
楽
し
い
食
事

会
で
し
た
。

ま
た
、
二
月
十
二
日
に
は
、
Ａ
・

Ｌ

・
Ｔ
の
ギ
ャ
レ
ツ
ト
先
生
を
招

い
て
、
遊
び
の
中
で
動
物
や
植
物

の
名
前
を
英
語
で
教
わ
っ
た
り
と
、

大
変
楽
し
く
遊
び
ま
し
た
。

高
森
中
の
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
、
町
内
の
音

楽
フ
ア
ン
等
が
駆
け
つ
け
、
会
場

は
熱
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

途
中
、
中
国
。
四
国
地
方
を
襲
っ

た
芸
予
地
震
の
影
響
を
受
け
、　
一

時
中
断
す
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り

ま
し
た
が
、
最
後
ま
で
演
奏
会
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
二
部
構
成
で
行

わ
れ
、
第
二
部
で
は
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
を

交
え
て
の
演
奏
や
、
ゲ
ス
ト
の
は

な
し
の
ぶ
コ
ー
ラ
ス
の
合
唱
な
ど

が
あ
り
、
二
部
で
は
会
場
の
み
ん

な
が
知
っ
て
い
る
テ
レ
ビ
の
主
題

歌
な
ど
を
軽
快
に
演
奏
し
ま
し
た
。

高
森
中
学
吹
奏
楽
部
は
、
町
の

各
種
行
事
な
ど
の
催
し
な
ど
に
も

洗
練
さ
れ
た
演
奏
で
花
を
添
え
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

●  ●

町
に
は
六
つ
の
阿
蘇
南
部
交
通
安

全
協
会
の
支
部
が
あ
り
ま
す
。
各
地

で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ハヱ
父
通
教
室
を
実

施
し
、
交
通
行
政
の
重
要
な

一
端
を

担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

春
、
秋
の
交
通
安
全
運
動
期
間

中
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
他
の
時

期
に
も
学
校
や
保
育
園
、
老
人
会

な
ど

へ
の
交
通
安
全
教
室
を
高
森

警
察
署
と
協
力
を
し
な
が
ら
自
主

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
ま
す
ま
す
交
通
行
政
の
重

要
な
役
割
と
な
り
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

運
動
の
重
点
目
標

●
子
ど
も
と
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止

●
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底

●
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

肥

後

狂

句

四
月
六
日
か
ら
四
月
十
五
日
ま
で
の

十
日
間
、
様
々
な
運
動
が
各
地
で
展
開

さ
れ
、
本
町
に
お
い
て
も
街
頭
指
導
や

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
推
進
協
議
会

四
月
二
日
、
春
の
交
通
安
全
運

動
に
先
立
ち
、
学
校
・企
業

・
団
体

等
か
ら
約
六
十
名
の
出
席
が
あ
り
、

町
の
交
通
安
全
施
策
に
対
す
る
協

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

弥
　
生

　

　

（
阿
蘇
御
神
大
会
）

馬
源
　
馬
笑

沐
口
　
一
声

佐
藤
　
重
信

相
源
　
白
酔

佐
伯
　
人ヽ
雄

浦
塚
　
商
人

上
井
カロ
根
女

堀
口
　
誅
仙

渡
辺
　
雲
海

松
野
　
笑
声

日
本
　
琴
司

口
上
黙
公
子

沐
　
　
不
恙

（野
尻
あ
け
び
句
会
）

７
斐
　
泉
利

野
尻
　
美
穐

７
斐
し
づ
子

熊
谷
　
ツ
子

甲
斐
し
づ
枝

野
尻
　
旦
女

●  ●
い
や
　
僕
に
は
守
秘
の
義
務
の
あ
る

も
う
そ
ろ
そ
ろ
　
普
〈砂
が
春
も
逹
ね
て
来
る

や
お
い
か
ん
　
リ
ス
ト
ラ
さ
ね
て
城
も
な
か

も
う
そ
ろ
そ
ろ
　
分
け
ん
と
早
鶏
の
右

っ
死
ぬ
る

あ
ざ
や
か
さ
　
ほ
ん
の

一
瞬
掏
ら
ね
と
る

や
お
い
か
ん
　
ノ
ル
マ
売
ら
ん
と
首
の
飛
ぶ

人
任
せ
　
よ
か
子
の
育

つ
わ
け
が
な

い

あ
ざ
や
か
さ
　
茶
花
に
は
良
え
寒
椿

や
お
い
か
ん
　
士〓
寿
で
未
ら
に
ゃ
ん
ト
ラ
ク
タ
ー

も
う
そ
ろ
そ
ろ
　
麻ヽ
酔
の
勿
る
る
項
で
す
が

人
任
せ
　
せ
襄
に
は
危
機
感
の
無
ァ

も
う
そ
ろ
そ
ろ
　
内
孫
抱

い
て
み
ち
ぁ
茂

も
う
そ
ろ
そ
ろ
　
■
規
だ
け
に
ゃ
右
明
き
ゅ
う

卜
ｒ
　
　

　

　

　

　

■
′

ｇ

　

　

　

´
ロ

新
入
生
長
め
の
服
着
て
た
り
ゆ
く

子
午
植
え
し
水
仙
几
事
廃
れ
趾

散
る
桜
子
に
受
け
止
め
て
惜
し
み
け
り

恙
ら
れ
ぬ
嫁
し
て
来
た
日
の
花
火
雪

桜
咲
く
高
森
峠
金
の
力
く

花
の
下
求
お
つ
響
こ
だ
ま
し
て

一
般
の
方
の
肥
後
狂
句
、
短
歌
、
俳
句
、
詩
な
ど
の
作
品
も
お
寄
せ
下
さ
い
。

鰈
蝙
瞼
晰
腋
跛
嶼
瑣
骰
餃
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交通安全推進協議会 (林業総合センター)
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
　
活
動
状
況

自
発
的
に
障
害
者
や
老
人
に
対
す
る
奉
仕
や
児
童
教
育
な
ど
社
会
福
祉
活

動
を
行
う
人
々
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
い
ま
す
。
趣
旨
に
賛
同
し
た
方
々
が

協
会
を
設
立
し
、
自
主
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
高
森
町
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
協
会
は
、
設
立
二
年
目
を
迎
え
意
欲
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

高
森
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
で

は
、
二
月
二
十
四
日
林
業
総
合
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
会
員
約
三
十

名
の
参
加
の
も
と
、
災
害
時
の
炊

き
出
し
講
習
会
並
び
に
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

炊
き
出
し
講
習
会
で
は
、
災
害

時
を
想
定
し
手
軽
で
簡
単
に
で
き

る
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
づ
く
り
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
赤
十
字
社
熊

本
県
支
部
か
ら
講
師
を
招
き
、
簡

単
な
応
急
処
置
等
に
つ
い
て
も
講

習
を
受
け
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
「今
、
地
域
に
求

め
ら
れ
る
も
の
（そ
れ
は
、
あ
な
た

の
情
熱
と
知
恵
袋
）
」
と
題
し
、
研

修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
二
年
目

を
迎
え
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
で

す
が
、
研
修
会
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
語
源
。起
源
、
心
構
え
な
ど
基

礎
的
な
こ
と
か
ら
、
よ
り
実
践
的

な
活
動
に
つ
い
て
ま
で
、
大
変
参

考
に
な
る
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ま
た
四
月
二
日
に
は
、
蛍
の
里

で
有
名
な
旭
志
村
に
お
い
て
蛍
の

生
態
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
高
森
湧
水
ト
ン
ネ
ル
公
園
に

蛍
を
乱
舞
さ
せ
た
い
と
計
画
し
て

い
ま
す
。

※
協
会
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
希
望
さ
れ
る
方
も
高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会

（皿
２
・
２
１
５
８
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
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①二子石多恵 (議会推薦)②田上克博 (高森)③谷川 ,羊 (高森)④荒牧幸代 (議会推薦)⑤佐
藤幸雄 (高森)⑥本田信夫 (中・矢津田)⑦住吉國源 (色見)③楢木野孝一 (上色見)⑨栗焼章
聖 (野尻)⑩吉良山慶巳 (河原)①工藤祝男 (芹口・菅山)⑫二子石文雄 (草部)⑬藤本正一 (議
会推薦)⑭小倉貴好 (津留)⑮三森義高 (議会推薦)⑩甲斐富士郎 (永野原・下切)①甲斐慶福
(農協推薦)⑩甲斐誠也 (尾下)

今
年
は
農
業
委
員
の
選
挙
の
年

で
あ
り
、
二
月
二
十
日
に
選
挙
の

告
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
立
候

補
者
が
定
数
と
同
数
の
十
三
名
で

無
投
票
当
選
と
な
り
ま
し
た
。

四
月
三
日
に
農
協
及
び
議
会
推

薦
な
ど
の
選
任
委
員
を
含
め
、
新

し
い
農
業
委
員
十
八
名
に
当
選
と

選
任
の
各
証
書
の
交
付
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

農
業
委
員
の
仕
事
は
、
公
正
な

立
場
で
農
地
の
売
買
や
賃
貸
借
の

設
定
を
は
じ
め
転
用
の
許
可
、
農

地
の
斡
旋
、
農
地
の
紛
争
防
止
、
和

解
仲
介
、
標
準
小
作
料
の
決
定
等

や
農
業
者
年
金
の
相
談

。
加
入
増

進
、
認
定
農
業
者
等
農
業
担
い
手

の
育
成
業
務
な
ど
、
町
の
農
業
施

策
の
中
心
的
役
割
を
担
う
も
の
で

す
。町
の
農
業
振
興
面
で
大
い
に
活

躍
を
さ
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
今
回
勇
退
さ
れ
た
方
々

は
次
の
と
お
り
で
す
。
今
後
と
も

町
農
業
発
展
の
た
め
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
（敬
称
略
）

田
上
幸
人

（高
森
）
、
林
政
夫

（高

森
）、
岩
下
雅
文

（高
森
）
、
後
藤
恵

男
（上
色
見
）
、
岡
本
節
男
（草
部
）
、

工
藤
善

一
（永
野
原

・
下
切
）、
本

田
琢
雄

（中

。
矢
津
田
）
、
鶴
林
孝

夫

（尾
下
）
、
佐
田
成
二

（津
留
）
、

後
藤
昭
敏

（河
原
）

中小企業で働く人に対し、医師に

よる無料健康相談窓口を設置

産業嘱託医のいる事業所 (法定50人以上)で

は、社員のいろいろな健康問題を医師に相談す

る機会がありますが、嘱託医のいない事業所で

は、なかなかその機会がありません。

そこで、厚生労働省では中小企業で働く人の

健康管理のために、直接医師に相談できる窓口

を 6月 1日 より開設します。

無料相談を希望される方は、まず阿蘇地域産

業保健センターヘ電話予約の上、町内各医院に

おいて相談をしてください。

■問い合わせ先

阿蘇地域産業保健センター

TEL 0967(34)0716

交通費霊キャンペーン

ご協力ありがとうございました

(5) 地域や学校・園・スポーツ・文化行事などの楽しい話題や催しの情報 。報告をお寄せください。 (広報たかもり)  (16)
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子
ど
も
の
心
に
豊
か
な
実
り
の

種
を
ま
く

「読
み
聞
か
せ
」
①

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
い
か
が
過
ご
さ

れ
ま
し
た
か
？

さ
て
今
回
は
、
子
ど
も
と
本
と

磨
か
れ
て
い
く
感
性
の
関
係
に
つ

い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

科
学
が
進
歩
す
る
に
つ
れ
て
子

ど
も
た
ち
の
遊
び
も
大
き
く
変
化

し
て
き
ま
し
た
。
漫
画
に
テ
レ
ビ
、

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
や
パ
ソ
コ
ン
と
、

一
人
で
も
日
で
見
て
追
っ
て
い
け

ば
成
立
し
て
し
ま
う
、
自
分
で
創

造
し
な
く
て
も
済
む
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
が
及
ぼ
し
て
い
る
影
響

と
し
て
、
「想
像
力
」
の
低
下
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
は
何
を
意
味
す

る
と
思
い
ま
す
か
？

も
の
を
作
り
出
す
と
き
、
先
を

見
通
す
と
き
、
そ
し
て
他
人
の
心

二
月
に
台
湾
（高
雄
市
）
で
行
わ

れ
た
台
湾
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
、
高
森
阿
蘇
神
社
神
楽
保

存
会

（谷
川
洋
楽
長
）
、
上
色
見
熊

野
座
神
社
神
楽
保
存
会

（楢
木
野

繁
英
会
長
）
、
風
鎮
太
鼓

（岩
下
利

博
代
表
）
の
伝
統
芸
能
三
団
体
と

南
阿
蘇
建
築
士
会

（宇
藤
晴
幸
会

長
）
の
約
四
十
名
が
参
加
し
ま
し

た
。本
町
の
伝
統
芸
能
連
絡
協
議
会

（本
田
研

一
会
長
）
は
、
活
発
な
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

を
感
じ
取
る
と
き
、
い
わ
ゆ
る
人

間
ら
し
さ
の
象
徴
で
あ
る
「感
性
」

に
影
響
を
及
ぼ
し
て
く
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

そ
こ
で
、
「想
像
力

・
感
性
」
を

育
て
る
方
法
の

一
つ
と
し
て

「読

み
聞
か
せ
」
に
つ
い
て
お
話
し
ま

す
。読
み
聞
か
せ
は
、
幼
児
期
の
ど

ん
な
教
育
や
習
い
事
よ
り
も
、
や

ろ
う
と
思
え
ば
だ
れ
に
で
も
で
き

る
子
育
て
の
ひ
と
つ
の
方
法
と
し

て
素
晴
ら
し
い
可
能
性
を
持
っ
て

い
ま
す
。
子
ど
も
は
親
や
教
師
の

声
を
通
し
て
、
言
葉
の
体
温
を
感

じ
な
が
ら
物
語
の
情
景
に
思
い
を

は
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
し

て
、
声
の
響
き
を
通
し
て
喜
び
や

悲
し
み
、
痛
み
な
ど
を
全
身
で
受

け
止
め
る
感
性
が
豊
か
に
磨
か
れ

て
い
く
の
で
す
。

幼
児
の
い
る
家
庭
で
は
、
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
る
家
庭

も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
「ど
ん
な

本
を
読
ん
だ
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
」

と
か
、
「ど
う
も
苦
手
だ
な
」
と

思
っ
て
い
る
方
も
い
る
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
「親
が
心
が
け
た
い
こ

と
」
と
し
て
、
次
の
四
点
を
挙
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

①

子
ど
も
の
立
場
に
立
っ
て
絵
本

を
選
ん
で
あ
げ
る

②

幼
児
期
の
読
み
聞
か
せ
は
「教

育
」
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、

幼
児
と

一
緒
に

「遊
ぶ
」
と
い

で
に
も
多
く
の
海
外
公
演
や
、
本

町
の
伝
統
芸
能
を
集
め
た
伝
統
芸

能
公
開
を
平
成
七
年
及
び
町
合
併

四
〇
周
年
記
念
行
事
と
し
て
平
成

九
年
に
実
施
。
ま
た
、
町
内
外
の
イ

ベ
ン
ト
等
に
も
積
極
的
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

今
回
の
公
演
は
、　
一
昨
年
に
実

施
予
定
だ

っ
た
も
の
が
台
湾
の
大

地
震
に
よ
り
延
期
と
な
っ
て
い
た

も
の
で
す
。
今
回
は

（財
）
地
域
伝

統
芸
能
活
用
セ
ン
タ
ー
の
協
力
に

よ
り
国
際
交
流
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

事
業
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
出

演
さ
れ
た
本
町
の
各
団
体
と
も

「国
際
交
流
の
架
け
橋
に
」
「後
継

者
の
育
成
の
手
助
け
に
」
と
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

公
演
で
は
高
雄
市
の
メ
イ
ン
通

り
で
約
二
千
人
の
観
客
の
前
で
熱

演
。
日
本
の
伝
統
文
化
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
熊
本
県

。
高
森
町

へ

の
観
光
誘
致
に
も
に
大
い
に
役

立

っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
伝

統
文
化
を
い
つ
ま
で
も
残
し
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

大
地
震
の
復
興
に

一
役
買
お
う

と
南
阿
蘇
建
築
士
会
も
同
行
し
、

う
感
覚
で

③

上
手
に
読
も
う
と
す
る
よ
り
心

を
こ
め
て
読
む

④

絵
本
を
読
み
な
が
ら
会
話
が
自

然
に
出
て
く
る
よ
う
な
雰
囲
気

を
作
る

こ
の
四
点
を
心
が
け
れ
ば
、
あ

と
は
自
由
に
楽
し
く
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
や
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
子
ど
も
に
と
っ
て
は
、

上
手
に
読
ん
で
も
ら
う
こ
と
よ
り
、

親
が
自
分
の
た
め
に

一
生
懸
命
読

ん
で
く
れ
て
い
る
こ
と
が
何
よ
り

の
喜
び
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

「う
ち
の
子
は
絵
本
が
嫌
い
な
の

か
も
」
と
思
わ
れ
る
と
き
も
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
ん
な
と

き
は
絵
本
の
選
び
方
を
見
直
し
て

み
る
と
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

大
人
と
子
ど
も
で
は
絵
本
の
好
み

が
違
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

大
人
は
「し
み
じ
み
」
と
読
め
る
も

の
を
好
む
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、

子
ど
も
は
「わ
く
わ
く
」
す
る
よ
う

な
内
容
の
絵
本
が
好
き
で
す
。
こ

う
し
た
違
い
が
影
響
し
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
内
容
も
大
切
で

す
が
、
描
か
れ
て
い
る
絵
も
子
ど

も
に
と
っ
て
は
非
常
に
大
切
な
と

こ
ろ
で
す
。

お
父
さ
ん
も
休
み
の
日
だ
け
で

も
子
ど
も
と
触
れ
合
い
を
楽
し
む

つ
も
り
で
読
ん
で
あ
げ
て
く
だ
さ

本
町
の
伝
統
芸
能
連
絡
協
議
会

台
湾
公
演
大
盛
況

●  ●

● ●

高
雄
市
や
台
北
市
等
を
表
敬
訪
問

し
、
大
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。
残
念

な
が
ら
予
定
し
て
い
た
、
地
方
で

の
家
屋
等
の
修
理
は
材
料
等
が
調

達
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
今
回
は

見
送
り
と
な
り
ま
し
た
が
、
同
会

の
心
意
気
に
地
元
の
人
た
ち
も
大

感
激
だ

っ
た
よ
う
で
す
。
次
回
は

材
料
等
の
持
ち
込
み
も
考
え
ら
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
は
樽
御
輿

一
座
と
し

て
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
会
は
風
鎮
祭
で
の
子

ど
も
広
場
や
、
湧
水
公
園
等
の
清

掃
活
動
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
積

極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
今

後
も
い
ろ
ん
な
場
面
で
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
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『人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
十
年
』

～
高
森
町
行
動
計
画
を
策
定
～

二
十

一
世
紀
は
人
権
の
世
紀
と
い
わ
れ
ま
す
。
国
際
連
合
は
、
一

九
九
五
年

（平
成
七
年
）
か
ら
二
〇
〇
四
年

（平
成
十
六
年
）
ま
で

を

「人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
十
年
」
と
す
る
こ
と
を
決
議
し
、
人

権
教
育
の
実
施
を
宣
言
し
ま
し
た
。

高
森
町
で
も
、
人
権
問
題
を
取

り
巻
く
国
際
的

。
国
内
的
動
向
を

踏
ま
え
、
人
権
教
育

・
啓
発
を
よ

り

一
層
増
進
す
る
た
め
、
平
成
十

二
年
十

一
月
に
『
「人
権
教
育
の
た

め
の
国
連
十
年
」
高
森
町
行
動
計

画
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

今
後
に
お
い
て
、
人
権
と
い
う

普
遍
的
文
化
を
創
造
す
る
と
い
う

視
点
に
立

っ
て
、
町
民

一
人
ひ
と

り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
住
み
よ

い
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
こ
の

行
動
計
画
に
沿
っ
て
、
行
政

・
学

校

。
企
業

・
民
間
団
体

。
家
庭

。

地
域
が

一
体
と
な
っ
た
人
権
教
育

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
行
動
計
画
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
の
現
状
と
課
題
を
人
権
シ

リ
ー
ズ
と
し
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま
の
ご

理
解
と
積
極
的
な
ご
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

住
民
生
活
課
　
同
和
対
策
係

つ

」

（内
線
１
３
２
）

『阿
蘇
力
ん
デ
ラ
ス
ー
バ
ー
マ
ラ
ソ
ン
』

五
月
二
十
六
日
　
（土
）

開
催

高
森

町
通
過
予
定
時
刻
　
午
前

七
時

～
十

一
時

阿
蘇
郡
内
を
１
０
０
キ
ロ
コ
ー
ス

（長
陽
村
出
発
～
高
森
町
～
阿
蘇
町

ゴ
ー
ル
）
、
５
０
キ
ロ
コ
ー
ス
（波
野

村
出
発
～
阿
蘇
町
ゴ
ー
ル
）
の
二

コ
ー
ス
に
お
よ
そ
八
百
人
の
老
若
男

女
が
挑
戦
し
ま
す
。

本
町
の
清
栄
山
を

一
気
に
か
け
登

る
過
酷
な
レ
ー
ス
に
は
、
皆
さ
ま
の

ご
声
援
が
必
要
で
す
。
一
緒
に
応
援

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

饉

０

０
Ｌ

Ｏ

饉

０

艤

鰺

０

鰺

爾

爾

饉

饉

饉

爾

鰺

艤

滲

艤

爾

艤

機

０

議

議

０

鰺

鬱

●

饉

●

鬱

檬

て 」
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傷

艤

饉

饉

畿

議

驚

艤

警

聾

艤

豪

饉

蔭

饉

嬢

鬱

鰺

０

惨

爾

０

蔭

ｅ

Ｃ

鰺

０

鬱

饉

鸞

驚

鷺

鰺

艤

お知らせ

自然の中で生活してしヽる野鳥を勝手に捕まえるこ

とは、法律で禁止されています。ただし、繁殖期間で

ない 8月 から翌年の 3月 までは、捕獲の許可を受け
てメジロ、ホオジロの 2種類に限り、一腫帯に ―・羽だ
け捕まえることができます。なお、捕まえた後は飼養|

の許可を受けなければ
｀
飼うことができません。

熊本県では、5月‐10日 から6月 9日 までを「野鳥

保護強化月間」と定め、県民の皆さんに野鳥保護に対

する理解を呼びかけています。

期間中は、特に野鳥の違法捕獲や違法飼養の防止

に努めることにしていますので、皆さんのご協力を

お願いしますも

■問い合わせ先     '|    `
熊本県自然保護課■ 096(383)1111(内線7459)

県地域振興局林務課TEL0967(22)1111(内 線363)
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五
月
は
固
定
資
産
税
　
（
一
期
）
、
軽
自
動
車
税
　
（
全
期
）
、
国
民
健
康
保
険
税
　
（
一
期
）
の

納
期
で
す

納
期
限
　
（
五
月
二
十

一
日
）
ま
で
に
は
納
め
ま
し
ょ
う

契
約
書
や
領
収
書

と

印

紙

税

私
た
ち
は
、
毎
日
の
生
活
の
中

で
、
い
ろ
い
ろ
な
文
書
を
作
成
し

た
り
、
受
け
取
っ
た
り
し
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
ら
の
文
書
の
中
に
は
、

印
紙
税
が
か
か
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。印
紙
税
が
か
か
る
文
書
は
、
金

銭
借
用
証
書
、
不
動
産
売
買
契
約

書
、
工
事
請
負
契
約
書
な
ど
の
契

約
書
の
ほ
か
、
約
束
手
形
、
領
収

書
、
金
銭
の
受
取
通
帳
な
ど
、
二
十

種
類
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

印
紙
税
は
、
印
紙
税
の
か
か
る

文
書
を
作
成
し
た
人
が
、
定
め
ら

れ
た
金
額
の
収
入
印
紙
を
そ
の
文

書
に
貼
り
付
け
、
こ
れ
に
消
印
を

し
て
納
め
る
税
金
で
す
。

文
書
を
作
成
す
る
と
き
に
は
、

印
紙
税
の
パ
ン
フ
レ
ツ
ト

（税
務

署
窓
口
に
備
付
け
）
等
を
参
考
に
、

次
の
こ
と
に
留
意
の
上
、
印
紙
税

が
か
か
る
か
ど
う
か
、
税
額
が
い

く
ら
か
な
ど
を
確
認
し
て
、
間
違

い
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

覚
書
、
念
書
、
差
入
証
な
ど

は
、
印
紙
税
法
上
の
契
約
書
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
書
、
注
文
書
、
依
頼
書
な

ど
の
文
書
で
も
印
紙
税
が
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

仮
契
約
書
や
予
約
契
約
書
及

び
仮
領
収
書
に
も
印
紙
税
が
か

か
り
ま
す
。

レ
ジ
ス
タ
ー
か
ら
打
ち
出
さ

れ
る
レ
シ
ー
ト
に
も
印
紙
税
が

か
か
り
ま
す
。

四

印
紙
税
に
つ
い
て
、
お
分
か
り

に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
最
寄
の
税
務
署
や
税
務
相
談

室

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

阿

蘇

税

務

署

ＴＥＬ
０
９
６
７

（
２
２
）
０
５
５
１

教
職
員
異
動

六
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

春は新旧交代の季節です。先生たちの退職・異動もあり、23名 の先生方が本町を

去って行かれました。

子どもたちは先生たちとの心のふれあいから、生きていく上で大切なことを学び、

素晴らしい思い出を作つたことでしょう。いつかどこかで、またお会いできることを

期待しながら・ ・ 。それぞれの学校では涙の退任式が行われました。

かわって、新しい先生たち21名が本町に着任されました。雄大な阿蘇の自然を満

喫できる高森で、心優しい子どもたちと地域とのふれあいを大切にしたいと張り切っ

ておられます。

高森の子どもたちをどうぞよろしくお願いします。

ハ  ⌒
:  :

契 な勺

てフ ヽ 1

ノ ′●  ●

●  ●

一
二
■

一

一十
五

畿 鶴

追
納

下る

と

る
と
き
は

・
・

の

〓

の

に
な
り
ま
す

一
の

」●

さ

か

２

・

１

１

１

の
口 凸 ‐

L

色見小学校

有 働 正 博

①校長
②来民小学校
(鹿本町)
③植物培養

④雄大な大自然に恵まれたこの高森

町で、町民の皆様、住民の方々の負

託に応えるべく、21世紀をたくまし
く生きる子どもたちの育成に、全力

を尽くして努力精進致す所存です。

地域に開かれた特色ある学校づくり

を目指して頑張ります。

水 田 とし子

校

ング

掲載は順不同。上から下に見て

ください。 学校ごとに色分け
しています。

①職名 ②前任校名
③趣味・特技など

④自己紹介・抱負・あいさつ

草部南 部小学校

本 田 繭 巳

①事務職員
②上村小学校
③イラストを書くこ
と

④家族 3人で高森町に引っ越して参
りました。右も左もわからない暮ら

しが始まりましたが、早く落ち着い

て職務に専念し、同時に高森での生

活を楽しみたいと思います。

え て

ま

④声北 あ り

た。車は派手です

がけています :

奥 山

原
爆
死
没
者

の
方

の

お
名
前
と
遺
影
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
お
名

前
と
遺
影
は
、
「原
爆
死
没
者
追
悼

平
和
祈
念
館
」
に
お
い
て
登
録
し
、

公
開
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な

お
、
公
開
を
希
望
さ
れ
な
い
方
も

登
録
を
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

「原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈
念

館
」
と
は
、
被
爆
者
援
護
法
に
基
づ

き
、
国
が
広
島
市
と
長
崎
市
に
建

設
し
ま
す
。

原
爆
死
没
者
の
追
悼

・
恒
久
平

和
の
祈
念
、
被
爆
関
連
資
料
・情
報

の
収
集
及
び
提
供
、
国
際
協
力
及

び
交
流
を
行
う
機
能
が
整
備
さ
れ

ま
す
。
各
都
道
府
県
。広
島
市
。長
崎
市

の
被
爆
者
対
策
担
当
課
に
申
込
用

紙
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

◎
財
団
法
人
広
島
平
和
文
化
セ
ン

タ
ー
追
悼
平
和
祈
念
館
準
備
室

ＴＥＬ
０
８
２
（
５
４
３
）
６
２
７
１

◎
長
崎
市
原
爆
被
爆
対
策
部
追
悼

平
和
祈
念
館
開
設
準
備
室

ＴＥＬ
０
９
５
（８
１
１
）
３
９
５
８
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民

年

全

だ
ＬＪ

ｈ
リ

●
保

‐‐‐険
料
を
ど
う
し
て
も
納
め
ら
れ
な
い
―

～
そ
ん
な
と
き
に
は
、

保
険
料
の
免
除
制
度
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
～

経
済
的
な
理
由
等
で
い
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
場
合
は
保
険
料
が
免
除

さ
れ
る
こ
と
．も
あ
り
ま
す
。

中
請
し
て
承
認
を
受
け
る
と
、
保
険
料
が
免

除
さ
れ
ま
す
。

がんばります よろしくお願いします

報

④高森小で 7年間お世話になり、草
南小へまいりました。高森小では子
どもたちや保護者の持様 tl先生方に

1恵まれ楽しく過ごせました。卓南小
では、明るく素直な子どもたちと新

鮮な気持ちで頑張っています。地域
‐

の方々との出会いも楽しみです。

①事務職員

②田浦小学校

(田浦町)

③アクセサリ■作り

読書

‐|     ゆう  こ
川 本 裕 子

:|:11:`.:i.,1111111i::i

(14)緑 ときわやかな小鳥の声に感動し
て赴任しました。観光で訪れたこと|

はありましたが●素晴らしい自然の

中で過ごせることを嬉しく思いま

す。冬の寒さが心配ですが、地域の|
方々と連携を図りながら、学校や地

域のお役に立てればと思います。



上色見小学校高森小学校

廣 木 亮 子

①講師
②色見小学校
③音楽全般

④歩いて10分、車で 5分の学校へ来
てしまいました。美容と健康に歩い

て通おうかと思っていますが、どう

なることやら。受け持ちの子どもた

ちが、なかなかのつわものなので、

もしかしたらこの 1年間でダイエッ

トできるかも。頑張ります。

藤 本 誠 司

①校長
②宮原小学校
③パソコンで遊ぶこ
と

④私の卒業した小学校に赴任するこ

とができ大変嬉しく思います。

今、教育課程が大きく変わりつつあ

りますが、何はともあれ基礎基本の

定着が一番です。これから職員一致

協力し、こどもの夢を育て、また本町

の町づくりに貢献したいと思います。

④温泉が大好きで高森にもよく遊び

に来ていました。明るく元気な子ど

もたち、気軽に声をかけてくださる

町の人と出会い、ますます高森が好

きになりました。車の中にはいつも

温泉セットを入れています。

④海に囲まれたハイヤの里牛深市よ

り異動してきました。美しい自然が

いっぱいの高森町で、寒さに負けず

元気いっぱい頑張りたいと思います

のでよろしくお願いします。

部 中 学 校

み
土
大
ほ
保上十Ｊ

士
ゲ

①講師
②内牧小学校
③ドライブ、温泉め
ぐり、バスケット

大 塚 郁

①養護教諭
②天附小学校
(牛深市)

③ ドライブ

山 村 直 子

①教諭
②菅尾小学校
③さんぱ

④このたびの異動で夫婦仲良く高森

町でお世話になることになりまし

た。蘇陽町菅尾より高森峠を越えて

の通勤になります。四季折々の雄大

な阿蘇の表情を楽しめることが何よ

りの幸せです。

④昨年 11月 からお世話になってい

ます。まだ町のことをよく知らず、

先生方や子どもたちに教えてもらい

ながら過ごす毎日ですが、素直で元

気いっぱいの高森小の子どもたちに

負けないよう、そして町の方々と深

く関わっていきたいと思います。

陽 子
う  こん

右 今

①講師
②北里小学校
③ドライブ

こ の

ら

り

温 か

森

④阿蘇五岳の雄大な眺めはもとよ

り、子どもたちの明るく元気な挨拶

に感激しています。子どもたちが健

康で楽しい学校生活を送れるようお

手伝いできたらと思います。

山 下 千 波

①養護助教諭
③本の読み聞かせ

教
職
員
異
動

姿碧て

お年寄りが自分で食べることができなくなったら、食事介助が必要です。

自分で食べられないということは本人にとつてもつらく悲しいことです。お

年寄りの気持ちを考えて、楽しい食事ができるように配慮したいものです。

食事の準備でリズムをつくる

お年寄りと一緒に食事の準備をすることも、生活の大切なリズムづくりになります。

●食前にトイレを済ませましょう。

●手洗い、またはおしばりで手をふきましょう。

●こばれてもいいように胸にエプロンをつけましょう。

● ●

起きて食べるには・・・

できるだけ起きて食べることができるようにしましょう。

自分の力で起きられなければ、上体を起こす工夫をしま

す (食事が安全にできる角度、30～ 90度 にしましょう)。

①座イスを使って座りましょう。

②ふとんを壁際につけてもたれるのもいいでしょう。

③イスを逆さまにすると体を起こすのに役立ちます

(イ スが倒れないように注意しましょう)。

④どうしても起きられなければ、30～ 60度上半身を

起こし、あごを引いた姿勢にしましょう (姿勢を安

定させるために、背中、ひざにクッションや座布団

をあてましょう)。

●  ●

季節の花や木の枝を添える

楽しい気分を演出するのも食欲をそそるものです。

食べる順序にも本人の好みを生かす

ご飯ばかり、同じおかずばかりでなく、「次は何にしまし

ょうか ?」 と声をかけながら食べさせましょう。

お年寄りのペースに合わせて

お年寄りの飲み込みを確認し、あせらず、ゆっくりと相手のペースを大切にしましょう。

食後は口すすぎを忘れずに

食後には、口をすすぎ、入れ歯も必ず洗っておくようにしましょう。

(13)

●

仰向けは危険です

仰向けのまま食べ物を

食べようとすると、ス ト

ンとのどの奥に入つて気

管を詰まらせる危険があ

ります。食事の介助は、

上体を起こした姿勢で行

●

いましょう。

■資料 『家庭でできる老人介護の手引き』 (発行/リ バティ書房 )
(8)
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食事のお世話③

たかい

山 本  恭
①教諭   ‐
②高森中学校

=l③
ネポTツ観戦 (ほ

④高森中で sl年お性議にな
`,,今
年

から L色 見小に赴任してきました。

高森中校区の学校なので多少安心感

はありますが、11年ぶりの小学校勤

務ということもあらて不安もありま

す。

身も

し しか もた子 ど とち もと 自に私

らた とき 思 い成長で す

とんど丁∨ですが)

・

||1警 1・ |

雉

本田 小百合

①教諭
②草部南部小学校
③バレ■ボール||

●根子岳をバックに望む木造校合。

いつかはこの学校に勤務したいと

思っていました。中南、高森束、そし

て上色見と、この地で子どもたちや

地域の方々と共に過ごし、お仕事を

させていただくことをうオlし く思い

ます。

●辞令交付式の明くる11、 食常で一

人食事をしていたら、役場の方か ら

「昨日はお疲れ様でした」と声をか

けていただき:不安な気持ちが吹っ

飛び大変嬉しく思いました。人情輩

かな町であると糸召介さオ1ま したが、

すぐに実感しました
`
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0教頭
②植木北中学校

l③読書
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①養護助教諭
③美術鑑賞
水泳 (シンク EI)

守 本 絹 子

①講師
③音楽 (ピアノ)

④高森町に住んでいながら、久しぶ
l,Iこ 町内の学校でお世話になりま

す。また、 11色見小学校で再び勤務
‐できて大変うれしく思っています。



教
職
員
異
動

桐 原 康 成

①講師
③体を動かすこと、
パ ソコン

④ 3月 に大学を卒業し、生まれ育っ

た高森に帰ってきました。教師とし

てはまだまだ未熟ですが、先輩の先

生方や生徒たちとともに、楽しく魅

力ある学校づくりをしていきたいと

思います。

浅 野 一 登

①校長
②佐敷中学校
(芦北町)

③バ ドミントン、

ランニング

④阿蘇山と祖母山に囲まれた雄大な

景観に驚いています。吹く風の冷た

さに冬の厳しさも感じますが、それ

以上に生徒や保護者、地域の方々と

の、どのような生活が始まるのか楽

しみにしています。

土 本 秀 明

①教諭
②帯山中学校
③特技とまではいき

ませんが専門は陸上

競技です

④新採での 3年間を熊本市で終え、
高森中学校へまいりました。阿蘇の

雄大な自然に感動しています。この

大自然の中で、思いやりのある心豊
かな子どもたちに育てていきたいと

考えています。寒さに負けず頑張り
ます。

④この誌面に登場しますのは 2度日
となります。文楽の里清和村で 3年
を経て、再びこの高森の地へ帰らせ
ていただきました。地域の皆様方の
温かいお人柄と、熱い思いを背に頑
張れることをうれしく思っていま
す。

山 村 和 也

①教諭
②小峰小学校
(清和村 )

や だ  ち と せ
矢田 知等世

①教諭
②新規採用
③スポーツ、読書

④初めまして。豊かで美しい水と緑

に恵まれた高森町で、教師としての

一年目をスター トできることを嬉し

く思っています。生徒たちと一緒に

一歩一歩成長していきたいと張 り

切っているところです。

松 村 哲 也

①教諭
②阿蘇北中学校
③ゴルフ、相撲

を

た

ん

る

のり こ

法 子

し

中

井 口

①教頭
②草部中学校
③バドミントン、
テニス

④草部中学校から高森中学校へ異動

ということで、ひき続きこの自然が

美しい人情のこまやかな高森町にお

世話になることになりました。でき

るだけ早く地域にとけこみたいと思

います。

菊 川 智 賀

①栄養職員
②中原小学校
(人吉市 )

③ドライブ

④人吉市の中原小学校から赴任して

きました。高森東中はランチルーム

があり、毎日子どもたちと一緒に給

食を食べることができるので、今か

らとても楽しみです。一生懸命頑張

ります。

④大自然に囲まれたこの高森町で、

夢を持った子どもに育てていきたい

と思っています。新任一年目で、わ

からないことも多いと思いますが、

頑張りますのでよろしくお願いしま

す。

泉 野 浩 二

①教諭
②新規採用
③野球

村 上 沙 織

①講師
③ピアノ、竹馬

④高森東中学校で技術を教えること

になりました。大学を卒業したばか

りで不安な面もありますが、一生懸

命頑張ります。高森は自然がたくさ

んあり、とても住みやすい所です

ね。はやく慣れたいと思います。

西 瑞 穂

①事務職員
②中島南部小学校
(矢部町 )

③映画鑑賞

④初めての異動でこの高森に来まし

た。何かの縁あってこの土地にこれ

たと思いますので、早く学校や地域

に慣れて、たくさんの人と出会えた

らと思います。

家 入 か よ

①教諭
②阿蘇中学校
③旅行
ソフトボール

④阿蘇中学校から来ました。教職 7

年目、元気だけは誰にも負けませ

ん。高森町を早く大好きになりたい

ので、いろいろ教えてください。

月 営業日数 入館者数
前年度利用者

(平成 11年度)

′
↓ 29 271077 251390
仄

υ 30 29.881 33,376
貪

υ 27 171037 19,181
７

′ 30 27,390 251779
Ｑ
υ 30 431956 471516
０

） 29 221959 213601

10 30 22,808 251013

11 29 221730 22,565

12 29 16.310 161213

30 22,771 25,137
う
４ 27 17,398 17,371
０
） 30 201030 21,730
△  ↓
匡]面 l
350 290,347 3001872

平成 12年度 月別利用状況
高森温泉館 引き続き好調 !

平成 6年 11月 にオープンした高森温泉館

も 7年目になりました。

少 しずつ入館者数が減少 しているもの

の、 年間29万人もの人が入館されました。
今後も、 他の公営温泉に負けないよう職
員―同頑張りますので、 皆さまのお越しを
お待ちしています。

温泉館休館のお知らせ

6月 は

●  ●

●  ●

「麻しん (はしか)」

流行警報 !

県の感染症発生動向調査によると、平成 12年 12

月から麻しん (は しか)の増加がみられ、今年に入っ

て急増しています。

これらの動向から4年ぶりの流行の兆しがみられ
ており、地域別に見ると山鹿・熊本市。菊池 。宇城

に多く発生し、今後県内各地に広がる可能性があり

ます。予防には、予防接種が最も効果的であります。

そこで、町では今年4月 23日 から10月 31日 まで

の6ヶ 月間、月曜から金曜までの午前10時から正午

まで町内各医院で予防接種を行います。

対象者は生後 12月 から90月 のまだ麻しんにか

かっていない乳幼児及び、今年 10月 31日 までに 1

歳に達する乳幼児です。対象者にはすでに個別通知

してありますので、不明な点がありましたらご連絡

ください。

接種をされる日の朝、必ず役場保健推進係で受付

をして各医院で接種を受けてください。

対象者の中でまだ 1歳に満たない乳児はお誕生日

が来てからの接種になります。

■問い合わせ先

保健福祉課 保健推進係 TEL2-1111(内線 126)

児童手当の所得制限が、

大幅に緩和されます !

児童手当等は、6歳到達後最初の 3月 31日 まで
の間にある児童 (義務教育就学前の児童)を養育し

ている方に支給されます。

児童手当等には所得制限があり、一定額以上の

場合には手当等は支給されませんが、平成13年度

所得制限限度額 (※新規申請の場合

請求分より該当)については、その額が大幅に緩和

されることが決まっています。

例えば、夫婦と子ども2名 (扶養親族 3名 として )

の場合の所得制限限度額は、

【現行】284万 円→ 【案】415万円
となりました。

現在、所得超過のため児童手当を受給していな

い方は、5月 中に必ず請求してください。制度改正

について詳しくは、福祉係におたずねください。

■問い合わせ先

保健福祉課 福祉係 TEL2-1111(内 線 122)

平成13年 5月

(9) (12)
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栄養のことが tっ とよこわガろ

6つの基礎食品群

食品にはさまざまな種類があり、含まれている栄養素の種類や量

もいろいろです。毎日の食生活の中でどんな食品をどのように組み

合わせて食べたら良いのか、目安となるのが6つの基礎食品群です。

これは、食品に含まれている主な栄養分ごとにわかりやすく分類

したもので、偏りなく栄養を摂取するためには、とても役立ちます。

自分の食生活をチェックしたり、献立を作成するときの参考にして

みましょう。

ふ
る
さ
と
の

ハ
ナ
シ
ノ
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を、‐守
‐‐‐
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参
う

〓．”、̈一“一は
Ｉ
・

擦
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世
界
中
て
高
齋
と
波
野
だ
け
に
し
が
自
生
し
て
い

な
い
ハ
ナ
シ
ノ
プ
を
絶
層
の
値
僣
か
ら
守
ろ
う
Ｉ

ハ
ナ
シ
ノ
ブ
は
、
世
界
中
で
阿

蘇
の
東
外
輪
山
の
高
原
だ
け
に
生

育
し
て
い
る
植
物
で
す
。
草
原
の

減
少
や
盗
掘
に
よ
っ
て
個
体
数
が

急
減
し
、
絶
滅
の
恐
れ
が
あ
る
た

め
、
「特
定
国
内
希
少
野
生
植
物

種
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
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純
粋
な
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
が
減
少
し

て
い
る
理
由
の

一
つ
と
し
て
、
「交

雑
」
の
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

交
雑
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
を
語

る
つ
ど
い
」
が
、
四
月
十
五
日
林
業

総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

純
粋
な
阿
蘇
の
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
の

自
生
地
周
辺
に
、
外
来
種
や
近
縁

種
（
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
も
ど
き
）
を
持
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込
む
と
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交
雑
し
て
雑
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作
り

出
し
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こ
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ら
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に

な
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い
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が
で
き
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と
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粋
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阿
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の
ハ
ナ
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ノ
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絶
滅
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。ふ
る
さ
と
の
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
を
守

り
、
将
来
に
引
き
継
い
で
い
く
た
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自
生
地
周
辺
で
の
外
来

種
や
近
縁
種
の
栽
培
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植
え
戻
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な
ど
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絶
対
に
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な
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で
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こ要)菜・バン・めん。いも・あ播など
おもな葉姜茂狂 繍栞花場

エネルギー源 にな ります
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牛乳・乳製品・小魚・海藻など
お もな栄養成分 :無機質 (カ ルンウム )
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(至多'そのほかの野菜・<だもの 拶ラ,自月旨
おもな葉姜務 :鰭鰐

鱚 老憂猾
口靱鶉

瞳園夢 壕壁
少置でエネルギー源となります。つくりますじょう

手づ(C)あやつ

□材 料
。卵 2個

・砂糖 80g

。はちみつ大さじ 2

・きな粉 50g

。 小麦粉 100g

・ベーキングパウダー

小さじ 1

・黒ごま適量

□作り方

①卵をボールに割り入

れて、ほく
゛
し、砂糖 。はちみつを加え、よ

く混ぜ合わせる。

②ふるったきな粉をЭに入れ、 軽く混ぜ、

小麦粉・ベーキングパウダーもふるい、①

に加えて混ぜる。

③天板にオーブンシートを敷いて、②をス

プーンなどで落とし、ごまを少量のせる。

④ 160℃のオーブンで 10～ 15分焼く。

食生活改善推進委員

宇藤まつみさん (色見)の作品

は
な
し
の
ぶ

コ
ン
サ
ー
ト

開
催

の
お
知
ら
せ

６

月

２４

日

（第
４
日
曜
日
）

午
前
十
時
半
か
ら

阿
蘇
野
草
園

は
な
し
の
ぶ
広
場

（休
暇
村
南
阿
蘇
内
）

一
一

消防なんでも南晋B分署
阿蘇 広 域行政事務 組 合消 防本部

南部分署   TEL 2-9034 ●  ● 高編警察署だより洟
ぴユ 緊急のお知らせ 贔同瑕鰈瑕麒にご注
●とくに消火器をたくさん設置している事業所、学校、

幼稚園などを狙っています

●内容を説明せず、一見合法的な書面に署名押印を求め

てきます

●出入りの点検業者を巧妙に装います

☆つきまとい等

ストーカー行為

☆ストーカー行為

ストーカー行為とは、同一の者 |こ対し、つき

まとい等を繰り返し行うことをいいます。

トラブル防止のポイント

◎身分証明書の提示を求める

◎ハッキリと点検を拒否する

◎契約書にハンコを押さない

つきまとい等とは、あなた |こ対する恋愛感情等

の好意の感情、その感情が満たされなかつたこ

とへの恨みの感情を充足させる目的で、あなた

やあなたの身近な人 (配偶者・親族等 )|こ 8つの
パターン |こ類型化された行為をすることです。

①つきまとい。待ち伏せ 0押し掛け

②監視しているとの告知

③面会・交際の要求

④乱暴な言動

⑤無言電話、連続した電話・フアクシミリ

⑥汚物などの送付

⑦名誉の侵害

③性的羞恥心を害する文書等の送付
～このような行為を受けたらまず警察へ～

高森警察署 丁EL 2-0110

(11) (10)
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